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ち
、
保
護
者
も
毎
回
感
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
今
年
の
大
会
で
す
が
、
前
日
の
雨

に
よ
る
増
水
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

等
々
力
小
チ
ー
ム
は
自
校
の
プ
ー
ル
で
タ

イ
ム
レ
ー
ス
勝
負
を
行
い
ま
し
た
。
息
の

合
っ
た
オ
ー
ル
さ
ば
き
で
白
熱
し
た
レ
ー

ス
と
な
り
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
来
年
は
多
摩
川
で
実
施
で
き
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

な
り
、
等
々
力
小
お
や
じ
の
会
と
し
て
毎

年
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
非
常
に
思
い
入

れ
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
い
か
だ
が
始
ま
る

と
夏
が
来
た
と
感
じ
る
お
や
じ
も
多
い
で

す
。
今
年
は
全
53
艇
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
12
艇
が
等
々
力

小
学
校
で
、
4
艇
に
1
艇
以
上
は
等
々
力

小
学
校
の
計
算
に
。
そ
の
分
、
い
か
だ
大

会
に
向
け
て
、
い
か
だ
製
作
、
補
修
、
オ
ー

ル
製
作
、
プ
ー
ル
練
習
と
毎
週
学
校
に
集

ま
り
、子
供
た
ち
と
汗
を
か
き
ま
す
。
ゴ
ー

ル
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競
う
ス
ピ
ー
ド
艇
の

他
、
い
か
だ
の
デ
ザ
イ
ン
を
競
う
デ
ザ
イ

ン
艇
も
製
作
し
て
お
り
、
等
々
力
小
学
校

は
毎
回
デ
ザ
イ
ン
賞
の
常
連
で
す
。
出
場

す
る
子
供
が
作
り
た
い
も
の
を
、
お
や
じ

の
会
の
OB
が
デ
ザ
イ
ン
し
、
そ
の
デ
ザ
イ

ン
か
ら
い
か
だ
に
な
っ
て
い
く
過
程
は
圧
巻

で
現
役
お
や
じ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
、
子
供
た

　
「
民
生
委
員
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。」玉
川
神
社
髙
橋
範
秀
宮
司（
当
時
の

等
々
力
和
敬
会
会
長
）さ
ん
の
訪
問
と
要
請

で
し
た
。先
代（
元
民
生
委
員
）が
他
界
し
て

一
年
を
経
過
し
た
頃
の
話
で
す
。
当
時
、

山
本
初
枝
会
長
、
吉
村
俊
雄
・
宇
田
川
千

代
野
副
会
長
や
諸
先
輩
委
員
に
委
員
活
動

や
福
祉
精
神
等
温
か
い
ご
指
導
を
受
け
た

事
そ
し
て
現
在
、
民
生
委
員
児
童
委
員
活

動
が
連
綿
と
続
い
て
い
る
の
は
先
達
の
努

力
に
他
な
ら
ず
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心

よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

    

等
々
力
小
学
校
お
や
じ
の
会
代
表 

　
内
藤　

敬
嗣

　

等
々
力
小
学
校
お
や
じ
の
会
は
1994
年
に

設
立
さ
れ
今
年
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

等
々
力
小
学
校
の
保
護
者
、
子
供
が
卒
業

し
た
メ
ン
バ
ー
も
OB
と
し
て
、
地
域
の
方

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
お
や
じ
の
会 

夏
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
の
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー 

in 

多
摩

川
い
か
だ
下
り
大
会
」
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

世
田
谷
の
恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
子

ど
も
た
ち
が
郷
土
に
親
し
み
、
愛
す
る
こ

と
を
願
う
と
と
も
に
、
環
境
に
目
を
向
け

る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
る
こ
の
大
会
は
8
月
25
日
で
27
回
目
と
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支
え
あ
う 
住
み
よ
い
社
会 

地
域
か
ら

 

古
着
・
古
布
回
収
の
報
告

　

7
月
14
日
㈰
の
古
着
・
古
布
回
収
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
約
6.5
ト
ン
の
古
着・古
布

が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
は
令
和
７
年
２
月
頃
を
予
定
し
て

い
ま
す
。        

等
々
力
地
区
町
会
連
合
会

   

災
害
時
の
医
療

  

大
災
害
か
ら

　 

身
を
守
る
た
め
に
は

       

玉
川
医
師
会
事
務
局　

平
塚　

孝
之

　

玉
川
医
師

会
で
は
5
月

18
日
に
玉
川

総
合
支
所（
せ

せ
ら
ぎ
ホ
ー

ル
）で「
災
害

時
の
医
療
に
つ

い
て
～
大
災

害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
～
」を
テ
ー
マ

に
、
災
害
時
の
医
療
に
つ
い
て
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
世
田
谷
区
の
危
機
管
理
監
か
ら

「
日
常
的
な
準
備
の
重
要
性
を
強
調
さ

れ
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
ち
つ
つ
特
に
公
助
は
あ
と
に
な
る
た

め
、
自
分
で
対
策
を
講
じ
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
自
衛

隊
中
央
病
院
の
医
師
、
看
護
官
か
ら
は
、

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

  

―
敬
老
の
日
（
９
月
16
日
）
―

　

等
々
力
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
管
内

（
総
人
口
４
万
18
名
）で
100
歳
以
上
の
方
が

31
名
、
88
歳（
米
寿
）の
方
が
175
名
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
（
７
月
１
日
現
在
）。

第76回玉川地域少年野球防犯大会
クラス 出場

チーム数 優　　　勝 準　優　勝 第　３　位
小学生の部

（A） 12 用賀ベアーズ 玉川ビックサンズ 未定 
（猛暑により順延。日程未定）

小学生の部
（B） 10 用賀ベアーズ ラッキーズ & ジャ

ガーズ
未定 

（猛暑により順延。日程未定）

中学生の部 8 深沢中学校 東京都市大学
等々力中学校 東深沢中学校

Aクラス：高学年　　Bクラス：５年生以下

 　

   

こ
れ
か
ら
の
地
域
行
事

◆
健
康
教
室	

身
近
ま
ち
健
康
づ
く
り
部
会

　
　

10
月
3
日
㈭
か
ら
毎
週
木
曜
日
（
全
４
回
）

玉
川
せ
せ
ら
ぎ
ホ
ー
ル
集
会
室

◆
等
々
力
児
童
館
子
ど
も
ま
つ
り｢

あ
そ
べ
村｣

　
　

10
月
6
日
㈰	

等
々
力
児
童
館

◆
尾
山
台
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　

10
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

�

ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
尾
山
台

◆
尾
山
台
地
域
体
育
館
ま
つ
り

　
　

10
月
27
日
㈰	
尾
山
台
地
域
体
育
館

◆
行
っ
て
み
よ
う
！ 

や
っ
て
み
よ
う
！ 

２
０
２
４　
　
　
　

　
　

�

翠
と
渓
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ

　
　

11
月
23
日
㈯
㈷�
尾
山
台
小
学
校

◆
ス
ワ
ッ
グ
づ
く
り
講
習
会

　
　
　
　
　

身
近
ま
ち
緑
化
部
会

　
　

11
月
26
日
㈫

�

玉
川
せ
せ
ら
ぎ
ホ
ー
ル
集
会
室

◆
み
か
ん
狩
り
体
験　

等
々
力
渓
谷
保
存
会

　
　

11
月
30
日
㈯	

等
々
力
渓
谷
公
園

◆
等
々
力
農
振
会
朝
市　

等
々
力
農
振
会

　
　

12
月
7
日
㈯
予
定

玉
川
総
合
支
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

◆
等
々
力
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
委
員
会

　
　

12
月
7
日
㈯
予
定�

玉
川
せ
せ
ら
ぎ
ホ
ー
ル

等
々
力
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長　

小　

池　

宗　

和

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
妊
産
婦
さ

ん
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
、
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
お
持
ち
の
方
に
対
し
て
、
日

常
生
活
の
お
困
り
ご
と
、
不
安
や
悩
み
の

相
談
を
受
け
、
見
守
り
、
助
言
を
し
た

り
、
関
係
機
関（
区
役
所
、
あ
ん
し
ん
す

こ
や
か
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

学
校
等
）へ
つ
な
ぎ
ま
す
。「
相
談
し
た
い

が
隣
近
所
に
知
ら
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う

不
安
を
お
持
ち
の
方
も
お
ら
れ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
秘
密
の

保
持
は
法
律
に
よ
り
委
員
一
人
ひ
と
り
に

義
務
づ
け
ら
れ
厳
守
し
ま
す
。
相
談
件
数

や
内
容
は
地
域
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、

年
に
数
回
程
度
で
す
。
近
々
で
は
ご
高
齢

の
方
が
伴
侶
に
先
立
た
れ
、
将
来
が
不
安

で
ど
の
様
に
し
た
ら
よ
い
か
？
と
の
相
談

が
あ
り
、
あ
ん
し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

へ
連
絡
、
情
報
を
共
有
し
、
定
期
的
な
見

守
り
が
続
い
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
は
児

童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま
す
が
、
児
童
や
妊

産
婦
さ
ん
、
学
校
等
と
家
庭
、
子
育
て
、

乳
幼
児
、
母
子
父
子
世
帯
等
各
事
項
を
専

門
的
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
が
児
童

福
祉
を
力
強
く
支
援
し
て
く
れ
て
い
ま

災
害
時
の
医
療
状
況
や
自
衛
隊
の
役
割
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。
避
難
時
は
必
ず
保
険

証
と
お
薬
手
帳
を
持
参
し
、
さ
ら
に
自
分

の
病
名
も
わ
か
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま

た
避
難
所
で
の
体
調
管
理
で
は
特
に
深
部

静
脈
血
栓
症
（
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
）
の

予
防
と
感
染
症
予
防
が
必
要
で
す
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
災
害
派
遣
チ
ー
ム
）に

所
属
す
る
関
東
中
央
病
院
医
師
か
ら
は
、

当
地
域
の
災
害
拠
点
病
院
は
玉
川
病
院
と

関
東
中
央
病
院
で
す
が
、
災
害
時
は
緊
急

対
応
を
行
っ
て
い
る
た
め
通
常
受
診
は
で

き
ま
せ
ん
! 

念
の
た
め
の
受
診
は
お
控

え
く
だ
さ
い
! 

必
要
時
は
医
療
救
護
所

へ
向
か
う
こ
と
。
日
頃
の
備
え
と
し
て
、

薬
は
一
週
間
分
を
目
安
に
準
備
し
て
お

く
、
ま
た
冬
の
時
期
は
低
体
温
症
に
注
意

す
る
よ
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

玉
川
医
師
会
で
は
医
療
や
健
康
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
年
一

回
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
多
く
の

方
々
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

等
々
力
5
丁
目
の
住
宅
街
の
一
角

に
、
整
備
さ
れ
た
短
い
遊
歩
道
が
あ
り
ま

す
。
等
々
力
5
丁
目
1
番
の
大
井
町
線
の

線
路
付
近
か
ら
八
幡
通
り
に
至
る
ま
で
の

約
500
ｍ
の
道
で
す
。
元
々
は
砂
利
道
で
し
た

が
、
地
元
住
民
の
方
か
ら
「
も
っ
と
歩
き
や

す
く
し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
望
な
ど
を
踏
ま

え
、
今
年
1
月
に
、
ラ
イ
ト
ブ
ラ
ウ
ン
色
に

舗
装
さ
れ
た
歩
道
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
非

常
に
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
散
歩
等
で
利

用
す
る
近
隣
住
民
の
評
判
は
良
好
で
、
ま

た
時
々
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞

こ
え
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

整
備
を
行
っ
た
世
田
谷
区
の
担
当
課
（
土

木
部
工
事
第
二
課
）
へ
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、

舗
装
の
特
徴
な
ど
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
ず
は
、「
透
水
性
高
炉
ス
ラ
グ
舗

装
」
に
よ
る
路
面
改
良
工
事
に
よ
り
、
高
い

透
水
性
や
保
水
性
に
加
え
、
景
観
に
も
優
れ

た
舗
装
材
を
使
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

等々力の
名も無き
遊歩道

す
。
全
国
に
23
万
人
、
都
内
に
一
万
人
、

区
内
に
620
人
の
仲
間
が
活
躍
し
て
お
り
ま

す
が
、
人
手
不
足
が
深
刻
な
問
題
で
す
。

社
会
福
祉
に
関
心
や
興
味
が
あ
る
方
は
、

町
会
・
自
治
会
の
会
長
や
役
員
の
方
へ
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
町
会
・
自
治
会
の
皆
様

の
ご
協
力
ご
尽
力
の
お
陰
で
民
生
委
員
児

童
委
員
活
動
が
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
今
後
も
地
道
に
地
域
住
民
と
関
係
機

関
と
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、
無
理
の
な
い

範
囲
で
、
家
族
の
理
解
を
得
て
福
祉
向
上

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

耐
久
性
と
滑
り
に
く
い
歩
行
が
得
ら
れ
る

こ
と
も
大
き
な
利
点
で
す
。
一
方
、
懸
念
す

る
点
と
し
て
は
、
犬
や
猫
の
フ
ン
が
目
立
つ

た
め
、
飼
い
主
の
方
は
、
フ
ン
を
す
る
際
に

紙
な
ど
を
下
に
置
い
て
回
収
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
遊
歩
道
に

は
特
に
名
前
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら

も
っ
と
地
域
の
利
用
者
に
愛
さ
れ
、
広
く
知

ら
れ
る
「
ま
ち
の
ス
ポ
ッ
ト
」
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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昨年の大会の模様です昨年の大会の模様です

上の３枚は等々力小プールでのレース模様です

ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー      

in 

多
摩
川




























